
 
 
 
 
 
 
 

 
分かち合う  

     校 長 矢島 直行  
 
先日、１・２年生の下校時に突然の雷雨がありました。子供たちも驚いたことと思い

ます。迎えに来られた保護者の方もいらっしゃいましたが、傘を持ってきていない子供

たちには、学校に備えてあった傘を貸し出しました。子供たちが下校した後、傘はなく

なりました。友達と一緒にさした子供たちもいたかもしれません。相田  みつをさんの

「物は奪い合うと足りないが  分かち合うと足りる」という言葉を思い出しました。  
このことは東日本大震災での東京ディズニーリゾートでの対応にも見られました。

当日、７万人のゲスト（来園者）がいました。あるキャストは防災頭巾の代わりに、人

気のキャラクターのぬいぐるみをゲストに配りました。本来、売り物であるぬいぐるみ

を現場のキャストの判断でゲストに配ることができたのは、普段の防災訓練から「店内

のものは緊急時防災目的に使用してもよい」という指導をされていたためです。食事も

問題となりました。人数分は足りない食べ物をどうするかでした。「災害弱者から配る」

ことをきちんと伝え、人の手で配ると混乱は起きないという阪神淡路大震災の教訓が

生かされました。キャストが、「お子さんやお年寄りを優先します」と明言してから一

人ずつ手渡しして回ったところ、「自分たちは大丈夫」「小さな子供たちにあげてくださ

い」と譲り合う人が相次ぎ足りないはずの物が余りました。  
分かち合うことは、１０月２１日（土）の運動会でも言えると思います。子供たちは

運動会に向けて一生懸命練習に励んでいます。保護者の方も子供たちの頑張る姿を見

たいことでしょう。ご家族の方（保護者証又は家族証を着用の方）の人数制限を設けて

おりませんが、見ることができるスペースは限られています。出場される学年の保護者

の方が前で見ることができるようにお互いに譲り合い、分かち合っていただくようご

協力をお願いいたします。また、今回、敬老席から優先席に変更します。座席数は限ら

れていますので、優先席を必要とされている方がお互いに分かち合って観覧していた

だきますようお願いいたします。  
天気によっては、プログラムの変更や各学年種目の開始時刻の変更もあります。変更

の際はそれぞれのケースに応じて、会場にて放送でお伝えしたり、メール配信やホーム

ページ、正門の掲示等でお伝えしたりします。当日は子供たちに励ましの言葉をかけて

いただけたら、子供たちにとって大きな励みになります。子供たちは最後まで諦めずに

全力で取り組み、練習の成果を十分に発揮してくれると思います。子供たちにとって安

全で最高の運動会となるように皆様方の大きなご声援をお願いいたします。  
地域の方々には、日頃より学校教育にご理解とご協力に感謝申し上げますとともに、

練習の期間中も放送の音や子供たちの声などでご迷惑をおかけしますが、ご協力のほ

どよろしくお願いいたします。  
なお、今回、保護者の皆様方からいただいたご意見・ご感想、教職員の反省を踏まえ、

次年度の運動会のあり方を考えてまいります。今後ともよろしくお願いいたします。  
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